
～みなとに関する情報の発信～

１．はじめに

「おなはまみなと通信」について

２．港湾広報に係る新たな試み

様式２

・県として伝えたいことと、県民が本当に知りたい

ことは、一致しているのか？

・分かりやすく情報を発信するためには、どうすれば
良いだろう？

港湾広報の現状

・私たちは、県民が求める情報を把握できていない。

・誰を対象としているのか分かりづらい。

→今までの情報発信について回帰。

港湾について

・専門用語が多く分かりづらい。

・港に接する機会が少なく、身近でない。

・港のことがよく分からない。等の声がある。

・港をより身近な存在に感じてもらいたい。

・港の理解をより一層深めていただきたい。

小名浜港などの
情報を分かりやすく発信する広報誌
「おなはまみなと通信」の作成！！

・「県民の視点」+「女性の視点」を反映させること
を目的。

・女性の臨時事務補助員が広報誌作成へ参加し、

新たな視点での広報活動へ！

広報誌プロジェクトチームの結成
広報誌の発行（１回／２ヵ月）

どうすれば…

福島県小名浜港湾事務所
企画調査課
技師 齋藤裕貴

より分かりやすく、県民のニーズに
あった情報発信をするためには・・・

なので

なので

３．新たな試みに対する評価

◆一般向けアンケート調査
・過去５回発行した「おなはまみなと通信」について、内容を検証。よりよい広報につなげていくため、一般の方と
関連企業を対象にアンケートとヒアリング調査を実施した。アンケート調査人数：１０３人、ヒアリングは主な企業。

◆アンケート結果、ヒアリング調査
・写真やイラストが多くて、わかりやすい。港のことがわかりやすく書いてあるため、興味があるという意見が最も多い。
・また、ヒアリングからも同様の結果が得られ、アンケート結果を裏付けることができた。

４．今後の取り組み

知っている,
51人,
51%

知らない,
49人,
49%

「おなはまみなと通信」を

知っていますか？

わかりや

すい, 74
人, 84%

わかりにく

い, 14人, 
16%

「おなはまみなと通信」を見て、

どのように思われましたか？

興味が

ある, 69
人, 79%

興味がな

い, 18人, 
21%

内容について

どう思われますか？

興味がある, 
87人, 92%

興味がない, 
8人, 
8%

復旧工事について

興味がありますか？

復旧復興

情報, 27%

港湾の専門

的な内容, 
11%

イベント情報
54%

全国の他港

の情報, 0%
その他, 8%

一般の方
（73/103人）

復旧復興

情報
30%

港湾の専門

的な内容
18%

イベント情報
34%

全国の他港

の情報
15%

その他
3%

関連企業
（30/103人）

今後どのような内容にしてほしいか？

・全国の他港の情報について、具体的な内容をヒアリングし、今後、発信する情報及び方法について、検討を行う。
・今後とも、わかりやすい広報に心がけていくと共に、伝えるではなく伝わる広報に取り組んでいく。
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「おなはまみなと通信」


